
金沢城公 園

玉泉院丸庭園

体急所 「工来庵」
江戸時代に露地役所 (庭の整備管理に関する役所)が置かれていた場

所に、庭園を一望できる休憩所「玉泉庵Jを整備しました。休憩機能だけで

なく、案内所や呈茶サービスを提供する和室を併せ持った施設です。和室

は、本格的な茶会など|こ利用できます。

和室からのワLめ

聞 園 日 年中無休
開園時間 3月 1日 ～10月 15日  午前 7:00～午後 6:00

10月 16日 ～ 2月末日 午前 8:00～午後 5:00
「五泉鷹」塁茶サービスの実施日・営業時間

1月 4日 ～12月 28日 (年末年始体業 )

午前 9:00～午後 430(受付は年後 4時まで)
抹茶 (生和菓子付)・ …1000円

※賞切利用時など呈茶サービスを

休業する場合があります。

事前にお問い合わせください。

夜間関国 (庭園や石垣のライトアップ)
日没～午後 9:00(土曜日及び指定日)

交通アクセス

∝
」R金沢駅
兼六園口 (東口)乗車
「広坂・21世紀美術館」
バス停下車 徒歩 5分
「香林坊」

バス停下車 徒歩 7分
「南阿・尾山神社J

バス停下車 促山神社経由)

徒歩 5分

ゆ

」R金沢駅から約10分

お問い合わせ先

石川県金沢競・兼六園管理事務所
〒920-l)937金 沢市丸の内1番 1号 TEL 076-234-381XI FAX(176‐ 234‐ 5292
URL http:〃 wwttpreiishikavajp/siro‐niwa/kanazaw弱 ou

嘉永 3年 (1850)「御城分間御絵図」 (公財)前田育徳会蔵

● ◎

前田利家が金沢城に入ナ威

―帯は西の丸と呼ばれ、重臣の屋敷が置かれた

二代藩主利長正室の玉泉院の屋敷造営

玉泉院逝去し、屋敷を撤去

(この後、玉泉院丸と呼称)

辰巳用水を開削し城内に引水

三代藩主利常が京都の庭師父J左衛門を招き作庭

五代藩主綱紀が蓮池御殿を造り周辺に作庭

(兼六園の始期 )

繹彊寝壱F雷堰峯冤「晃僧ど擢且
この頃、氷室を設置

十三代藩主斉泰が「カラカサ」亭の設置を命ずる

玉泉院丸に滝がつくられる

三十間長屋再建

金沢城が兵部省 (後に陸軍省)の管轄になる
オランダ人医師スロイスの邸宅が置かれる

兼六国の明治紀念之標の土台石組に庭石を転用

鼠多門焼失

この頃池跡を埋め立て霞天馬場を設置か

県スポーツセンター (県体育館の前身)竣工

県体育館竣工

県体育館を取壊し、発掘調査に着手

県が金沢婉玉泉院丸跡調査検討委員会を設置

玉泉院丸庭国及び休憩所「玉泉庵」等完成

鼠多門 鼠多門橋の復元・整備完成

元禄元年 (1688)

天正11年 (1583)

天正～慶長頃

慶長19年 (1614)

ァじ禾口9年 (1623)

寛永 9年 (1632)

寛永11年 (1634)

廷宝 4年 (1676)

元禄 5年 (1692)

天保 3年 (1832)

安政 3年 (1856)

安政 5年 (1858)

明治 4年 (1871)

明治13年 (1880)

明治17年 (1884)

大]三 15年 (1926)

昭和30年 (1955)

日召不日40年 (1965)

平成20年 (2008)

平成21年 (2009)

平月恵27年 (2015)

令不日2年 (2020)

年表 十玉泉院丸に関連するとな出来事 )
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◇色紙短冊積石垣
石垣の上部に滝を組み込んだ特別な 。

菱藝義褻鐙
玉泉院丸庭図は、加賀落三代藩主「前田利常」による寛永11年 (1634)の作庭を始まりとし、その後五代「綱紀」

や卜三代「斉泰」など歴代の藩主により手を加えられながら、廃落時まで金沢城内玉泉院メFこ存在していた庭園で

す。饗応の場として活用された「兼六園」に比べ、落主の内庭としての性格が強い庭園であったと考えられています。

庭国は、城内に引かれた辰巳用水を水源とする池泉回遊式の大名庭園で、池底から周囲の石垣最上段までの

高低差が22mもある立体的な造形でした。滝と一体となった色紙短冊積石垣などの、意匠性の高い石垣群を庭の

掘頚H鋼鋼鋼
庭園は明治期に廃絶され、その面影は失われていましたが、平成20年から5年間を

かけて実施した発掘調査の成果や、絵図(文献、その他類似事例等に基づき設計を

行い、平成25年 5月に整備工事に着手しました。

整備にあたっては、遺構保存のため全体的に盛上を行い、その にに庭園を造成し

ています。また、外周部の石垣修築や入口部の整備など玉泉院丸一帯の整備も合

玉泉院丸庭国案内,図 |

金沢効公

鼠多門
面 積 =約 l ha(庭 国主要部0 7ha)
池整備 ■中島 3箇所、池底 玉砂利欺

(水画面積約 1400n]、 平均水深06m)
滝整備 と 4段の段落ちの滝を発掘調査に基づき再現

(高低差約 7m)
水 源 く,いもり堀から池内に揚水 (最大 1そ /分 )
護 岸 手石組護浮 (戸室石、能登産安山岩 )、

木杭護岸、石積護岸、州浜

木 橋
石 橋
土 橋
景 石
植 栽
唐 傘
舟小屋

玉泉庵

橋長93m、 幅員24m(能 登ひば材 )
橋長50m、 幅員115m 平橋 反橋 (戸室石 )
橋長50m、 55m、 幅員12m(構 造 杉材、土系舗装 )
福浦石、戸室石など19石を絵図に基づき配置

赤松 黒松 (県内産)29本 、しだれ桜、モミジなど
高さ24m、 傘径27m(構 造 木造、屋根 柿葺き)
高さ25m(構 造 肯ヒ登ひば材、屋根 杉皮葺き)
建築面積226言 (木造平屋建、屋根 柿葺き)
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